
シシャモSpirinchus lanceolatusはサケ目キュウリウオ科
に属し，日本固有種の遡河回遊魚で，北海道太平洋沿岸

に分布する。道南太平洋海域では，成魚は11月頃に鵡川

を代表とする河川に遡上し，川底に産卵する。卵は翌年

の4～5月に孵化し，仔魚は直ちに海へと流される（森，

2003）。鵡川沿岸では5月中旬～下旬にかけて全長11 mm

前後で浮遊生活から底生生活に移行する（虎尾・工藤，

2013）。その後，沿岸域で成長・成熟し，雌は1歳で遡上

して産卵するが，産卵後海へ戻り，再び2歳で産卵する個

体もいる。雄の多くは1歳で繁殖に参加し，その後死亡す

る（森，2003）。

シシャモは10～11月に操業されるししゃもこぎ網漁業

で大部分が漁獲される（森，2003）。道南太平洋海域での

漁獲量は，1960年代には1,000トンを超えることもあった。

近年では1995年以降2011年までは概ね100～250トンで推

移していたが，2012～2015年には12～36トンの不漁となっ

た（図1）。その後，2016～2018年には93～124トンまで

回復した（吉田・岡田，2020）。2012～2015年の不漁は，

主漁獲対象である1歳魚の加入量の減少によるものである

（岡田ら，2014；岡田ら，2015；岡田ら，2016；岡田ら，

2017）。

現状の資源管理として，道南太平洋海域で主要な産卵

河川である鵡川では，60万尾以上の遡上を目標とし，産

卵親魚の確保を実施している（岡田・工藤，2018）。これ

まで遡上親魚尾数が45万尾以下では，加入が少なく不漁

となる年が2012～2015年に起こった。しかし，45万尾以

下でも不漁とならない年もあった（2003，2008～2010

年：以下，好漁年と言う）。そこで，加入量の変動要因と

して考えられる遡上親魚尾数，仔魚の出現時期と気温，

仔魚尾数，稚魚体長および降海後の海水温に着目し，不

漁年と好漁年とで比較した結果を資料として取りまとめ

た。
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図1 道南太平洋海域におけるシシャモ漁獲量の推移
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図2 親魚遡上量，降海仔魚および稚魚調査を実施した位置

図3 鵡川のシシャモ遡上親魚尾数と道南太平洋海域のシ
シャモ漁獲量との関係
図中の添え字は漁獲量の年を西暦下2桁で示す。破
線は遡上親魚尾数45万尾を示す。

材料と方法

本資料では，各機関がそれぞれの事業で実施した調査

結果とホームページで公開されている気温等のデータを

利用して解析したため，方法については概略を記す。シ

シャモ産卵親魚の遡上時期と遡上尾数は，道総研さけま

す・内水面水産試験場が実施した親魚遡上量調査の2001
～2017年の結果を用いた（岡田・工藤，2018）。調査は10
月下旬から11月下旬まで鵡川河口から約1 km上流の所に
ふくべ網を設置して行われた（図2）。

シシャモ仔魚の出現時期と仔魚尾数は，北海道開発局

室蘭開発建設部より公益社団法人北海道栽培漁業振興公

社が受託した降海仔魚調査の2002～2018年の結果を用い
た。仔魚採集は4～5月に3日ないし4日に一回，鵡川河口
の左右岸でノルパックネットを用いて行われた（図2）。
シシャモ稚魚の体長は，北海道開発局室蘭開発建設部

より公益社団法人北海道栽培漁業振興公社が受託した稚

魚調査の2003～2018年の結果を用いた。稚魚採集は6～7
月に2～3回，鵡川沖の9線でソリネットを用いて行われ
た（図2）。
道南太平洋海域のシシャモ漁獲量については，2003～

2018年の漁業生産高報告を用いて，胆振総合振興局と日
高振興局管内（えりも町を除く）の漁獲量を合計した値

とした。道南太平洋海域のシシャモ漁獲尾数については，

道総研栽培水産試験場が実施した漁獲物調査の2001～2018
年の結果を用いた（吉田・岡田，2020）。漁獲尾数は，む
かわ町沖と日高町沖で漁獲された標本の体重を漁獲量で

引き延ばして求めた。

気温については，鵡川観測点のアメダスデータを用い

た（気象庁ホームページ．Internet web. Download from：

（http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.php（2020.6.
30）））。水温については，胆振中・東部沿岸の海面水温を
用いた（気象庁札幌管区気象台ホームページ．Internet
web. Download from：（http://www.jma-net.go.jp/sapporo/
kaiyou/engan/engan.html（2020.6.30）））。水温の平年差は平
年（1981～2010年の30年間平均値）との差を求めた。シ
シャモの年齢基準日は，孵化が4～5月であるため，4月
1日とした。

結果と考察

遡上親魚尾数 道南太平洋海域ではシシャモ漁獲尾数の

8割を1歳魚が占めている（吉田・岡田，2020）。そこで，
鵡川における1歳魚を産出した親魚の遡上尾数と道南太平
洋海域における漁獲量との関係をみると（図3），2012
～2015年の不漁（漁獲量12～36トン）は，遡上親魚尾数
が24～45万尾の時に起こっていた。ただし，不漁年と同
じように遡上親魚尾数が45万尾以下でも，2003，2008
～2010年の漁獲量は84～230トンと多く，不漁とはならな
かった。これは遡上親魚尾数が少ないだけでは，不漁が

起こるとは限らないことを示す。

好漁世代と不漁世代の比較 前述したように漁獲尾数の

8割を1歳魚が占めるため，不漁年だった2012～2015年に
漁獲されたシシャモの主群は2011～2014年級群（以下，
不漁世代と言う）であり，好漁年だった2003，2008～2010
年の主群は2002，2007～2009年級群（以下，好漁世代と
言う）である。遡上親魚尾数以外の不漁要因を検討する

ため，不漁世代と好漁世代について，仔魚の出現時期と

気温，仔魚尾数，稚魚の体長および降海後の海水温を比

較した。

１．仔魚の出現時期の比較 不漁世代と好漁世代の鵡川
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河口におけるシシャモ仔魚の出現時期について比較した

（表1）。不漁世代の仔魚の出現時期は，2011年級群を除く
と，4月中旬から出現し始め，4月下旬をピークとして，
5月上旬まで続いた。一方，好漁世代では不漁世代より一
旬早い4月上旬から出現し始め，二旬早い4月上旬にピー
クがあり，5月中旬にはほぼ出現していなかった。なお，
2011年級群は他の不漁世代と比較して，出現開始は一旬
早い4月上旬で，ピークは一旬早い4月中旬だった。この
ことについては後段で説明する。

鵡川での産卵場は河口から上流約9 kmの範囲にあり
（新居ら，2006），孵化した仔魚は河川内に滞留すること
なく直ちに海に降りる（尾身，1978a）。このことから孵
化時期と河口での仔魚の出現時期はほぼ同じと言え，河

口での不漁世代の仔魚出現の遅れは，孵化の遅れと見な

すことができる。孵化時期は産卵期と産卵後の積算水温

によって決まり，特に孵化直前の水温が大きく影響する

（尾身，1978b）。不漁世代を産出した親魚の遡上盛期（11
月15～18日）は，好漁世代の親魚の遡上盛期（11月12
～16日，2001年は不明なので除く）とほぼ同じだったた

め（岡田・工藤，2018），不漁世代の仔魚の出現時期の遅
れは，産卵期が遅かったためではないと考えられる。

鵡川の長期水温データはないが，近隣の沙流川では気

温と水温との間に強い正の相関があることから（前田，

1960），鵡川でも水温は気温の影響を強く受けると考え，
気温について不漁世代と好漁世代を比較した。その結果，

鵡川の1～4月の気温は不漁世代の方が低い傾向を示した
（表2）。特に孵化時期に水温が大きく影響する孵化直前の
3月では，不漁世代の全ての年で好漁世代の気温より低かっ
た。これらのことから，不漁世代の孵化は低水温により

遅れ，そのため仔魚の出現時期が遅かったと考えられる。

前述したように2011年級群は他の不漁世代と比較して，
仔魚の出現開始時期とピークは一旬早かった（表1）。こ
れは2月の平均気温が他の不漁世代より2.4～4.6℃高く
（表2），水温も高く推移したためと考えられる。
２．仔魚尾数の比較 シシャモ仔魚の出現尾数について

比較した（図4）。不漁世代の仔魚尾数（587百万尾～4,895
百万尾）は特に少ないという訳ではなく，むしろ好漁世

代の仔魚尾数（140百万尾～2,157百万尾）を上回る傾向
がみられた。このことは，不漁をもたらした減耗は，降

海後に起こっていることを示唆する。

３．稚魚体長の比較 不漁世代と好漁世代の鵡川沖にお

ける6～7月のシシャモ稚魚の体長について比較した（図
5）。6～7月のシシャモ稚魚は10日間で3～4 mm成長する
ので，調査日の違いによる影響をなるべく排除するため，

調査日が3日間以内の不漁世代と好漁世代の体長について
比較した。その結果，6～7月の稚魚体長は不漁世代の方
が期間を通じて2～3 mm程度小さい傾向がみられた。
４．降海後の水温の比較 不漁世代と好漁世代の胆振中・

東部沿岸の海面水温について比較した。水温については，

シシャモ仔魚の降海時期である4月，水温が最も高くなる
8月および最も低くなる3月に着目した（表3）。不漁世代
の特徴として，0歳の4月の水温は平年より1.2～2.0℃低

表1 鵡川河口におけるシシャモ仔魚の旬別出現頻度

注）各年級群の最頻値を四角で囲った。

表2 鵡川における1～4月の平均気温

注）気温は気象庁のホームページよりダウンロードした。

図4 鵡川のシシャモ遡上親魚尾数と鵡川河口のシシャモ
仔魚尾数との関係
図中の添え字は仔魚の年級群を西暦下2桁で示す。
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かった。また，平年より0歳の8月には0.1～1.6℃高く，
0歳の3月には1.3～2.0℃低く，1歳の8月には0.1～1.6
℃高かった。さらに，8月前後の月も平年より高く，3
月前後の月も平年より低かった（図6）。一方，好漁世代
では0歳の4月から1歳の8月までを通して，共通する水温
の特徴はみられなかった（表3）。
不漁要因 シシャモの主要な産卵河川である鵡川および

その周辺海域の調査結果から不漁要因としては，まず，

①シシャモ産卵親魚の遡上尾数が45万尾以下と少なかっ
たことがあげられる。さらに，遡上親魚尾数が45万尾以
下の好漁世代と比較し，不漁世代に共通した要因は以下

のとおりである。②気温が低く，河川水温も低いと推察

され，シシャモ仔魚の主出現時期は，4月中旬から5月上
旬と遅く，主ピークも4月下旬と遅い傾向がみられた。③
6～7月のシシャモ稚魚の体長は小さい傾向がみられた。
④海水温はシシャモ仔魚の降海時期である4月には平年よ
り低かった。⑤0歳および1歳時の海水温が最も高くなる
8月およびその前後月には平年より高く，最も低くなる3
月およびその前後月に低く，寒暖の幅が大きかった。

①の遡上親魚尾数が少なかったことについては，2011
～2014年級群の不漁世代を産出した2010～2013年の親魚
の道南太平洋海域での漁獲尾数と鵡川での遡上尾数の割

合をみると（図7），漁獲尾数の割合は80～92％であり，
2001～2009年の87～97％と比較しても同様，あるいは低
かった。不漁世代の遡上親魚に対して，漁獲圧は他年と

比べて特段高くなっていなかった。②の仔魚の出現時期

と③の稚魚体長は深く関連し，6～7月の稚魚体長が小さ
い傾向は，仔魚の出現時期が遅かったことが要因の一つ

である。④の仔魚の降海後の水温と⑤の0歳時の水温は，
初期生残と関連する。水温は餌量等とともに成長率に作

用し，卵から稚魚の各成長段階の期間を決定し（Houde,
1987），その期間をいかに速く成長して短縮し，被食の機
会を減らすかが初期生残では重要である（塚本，1991）。
しかし，シシャモでは水温と成長との関係については不

明なので，今後，飼育試験等からそれを明らかにし，水

温が初期生残に及ぼす影響について検討する必要がある。

⑤の平年と異なる0歳および1歳時の水温は，餌生物や捕

表3 胆振中・東部沿岸における海面水温の平年差

図5 鵡川沖における調査期間別のシシャモ稚魚の平均体長
縦棒は標準偏差を示す。図中の添え字は年級群を西
暦下2桁で示す。

注）2002年級群は調査されていない。 注）水温は気象庁札幌管区気象台のホームページよりダ
ウンロードした。

図6 胆振中・東部沿岸における海面水温の平年差
注）水温は気象庁札幌管区気象台ホームページよりダウンロードした。
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図7 鵡川の遡上親魚尾数と道南太平洋海域の漁獲尾数の割合
注）2018年の遡上親魚尾数は，胆振管内ししゃも漁業振
興協議会資料より引用した。

図8 鵡川におけるシシャモ遡上親魚尾数の推移
注）2018年の遡上親魚尾数は，胆振管内ししゃも漁業振
興協議会資料より引用した。

図9 鵡川河口におけるシシャモ仔魚尾数の推移

食動物の出現時期や量とも関連し，シシャモの成長，生

残にも影響を及ぼすと考えられる。

資源管理と資源回復 最後に，2012～2015年の漁獲量36
トン以下の不漁から，2016～2018年の93～124トンの回復
に至る資源管理と遡上親魚尾数等の増加について報告す

る。漁業者は自主管理として，2012年からししゃもこぎ
網の操業を午前に限定し時間を短縮するとともに，日曜

日を統一休漁日とする取り組みを実施した。さらに，終

漁日の決定については，道総研栽培水産試験場が行って

いる河川遡上日予測の結果（吉田・岡田，2020）や，道
総研さけます・内水面水産試験場（2017年以前）および
胆振管内ししゃも漁業振興協議会（2018年以後）が鵡川
で行っている親魚遡上量調査の結果を参考にしている。

その効果もあり，漁獲尾数の割合は2013年の82％から2015
年の36％に減少した（図7）。その結果，鵡川での遡上親
魚尾数は2013年以降増加し，2015年から4年連続して遡
上親魚尾数の目標値である60万尾以上を維持するように
なった（図8）。また，遡上親魚尾数の増加に伴い，鵡川
河口での仔魚尾数も2014年以降増加した（図9）。このよ
うに，漁業者自ら実施した取り組みが，資源回復要因の

一つと推察された。
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